
平成２５年度ＮＰＯ等による
文化財建造物の管理活用事業

１．事業名称等
（１）事業名称

登録有形文化財の家守りグループサポート事業
（２）実施団体（２）実施団体

歴史・文化のまちづくり研究会（家守グループ）
（３）事業委託経費
①経費予定額 １，５２０，０００円

・支出額合計 １，５８０，０００円（Ａ）
・収入額合計 ６０，０００円（Ｂ）
・差引合計 １，５２０，０００円

②再委託費 ０円



２．事業の目的
（１）文化財建造物の管理活用組織強化

・これまでの任意団体の家守グループを、特定非営利活動法人とし、 管理
活用に関するセミナーを開催する。

（２）文化財保護の新たな体制づくり

①文化財建造物の候補の発掘とリストづくり及び働きかけ

・「近代建築総覧」にリストアップされた市町村部の建物の残存調査を行い、
建物のリストを作成し公開する。これらは、登録有形文化財の候補となる。
また、住宅について保存意向調査の調査を行う。

②登録有形文化財の建造物の定期的な点検方法の検討②登録有形文化財の建造物の定期的な点検方法の検討

・登録された後の建物の維持管理のため、所有者による自主点検シートと
専門家による定期点検シート案の作成。

・また、建物の修理や所有者の履歴がわかる履歴書案の作成。

③登録有形文化財所有者の会と協働によるセミナーの開催

・登録有形文化財所有者に対して、管理活用に関するセミナーの開催。

（３）管理・活用に関するネットワークの構築

・登録有形文化財の保存・管理・活用のため幅広いネットワークの構築。

（４）文化財建造物防災に関する活動

・耐震診断の研修会の開催、及び耐震予備診断を実施。



３．事業活動の内容
（１）文化財建造物の

管理活用組織強化
・平成25年11月９日、設立総会開催。

・平成26年２月13日、東京都に申請。

・名称：特定非営利活動法人

「歴史的建造物とまちづくりの会」

（２）文化財保護の新たな体制づくり

①文化財建造物の候補の発掘と

リストづくり及び働きかけ
・平成25年８月～９月

市町村部の建物の残存調査実施。

・平成25年10月～11月上旬

所有者へのヒアリング。

登録の希望者には説明を行い、

建物調査も実施。



②登録有形文化財の建造物の定期的な点検方法及び履歴書の検討

＜所有者自主点検＞

１．文化財としての価値

２．外部
基礎、縁周り及び床下
外壁・塀、屋根

＜専門家定期点検＞

１．文化財としての価値

２．外部
基礎、縁周り及び床下
外壁・塀、窓・開口部
屋根、広告版・設備機器

＜履歴書内容＞

１．一般事項
名称、所在地、登録日
登録件数、設計者等

２．法的条件
前面道路、用途地域
建ぺい率、容積率
地域・地区等

３．内部
床及び畳、柱及び壁
建具、金物、塗装

４、周辺環境等
動物・昆虫、樹木、排水
擁壁・石垣、日照と通風
外郭及び保護柵
火災対策

３．内部
床及び畳、柱及び壁
天井、建具、金物
塗装、階段、火災警報
器

４、周辺環境等
動物・昆虫、樹木、排水
擁壁・石垣、日照と通風
外郭及び保護柵
火災対策

地域・地区等
３．文化財としての価値
登録の基準、解説文
通常望見できる範囲

４、建物の構造等
構造、規模、部屋構成
屋根・外壁仕上げ
内部仕上げ、耐震診断
設備概要、

５．変更事項等
所有者、修理工事等



③所有者の会と協働によるセミナーの開催
第１回セミナー

「登録文化財の保存と活用」
・日時：
平成25年９月13日（金）15:00～16:30

・会場：
鳳明館森川別館（文京区本郷6・23・5）

・講師：
日塔和彦（元東京芸術大学客員教授）

・参加者数：２８名

第２回セミナー
「登録文化財の維持・管理」

・日時：
平成25年11月15日（金）15:00～16:30

・会場
実相寺（大田区池上2―10－17）

・講師：
三舩康道（家守グループ代表）

・参加者数：１３名



４．事業の成果
（２）文化財保護の新たな体制づくり
①文化財建造物の候補の発掘とリストづくり

• 「近代建築総覧」から３３年経過

• 残存率約３７％（特別区より約１０％多い）

• 登録希望者への説明、相談。

• 写真展の開催H25.12（東京都共催）



②登録有形文化財の建造物の定期的な点検方法の検討

＜自主点検リストの一部＞ ＜専門家による定期点検リストの一部＞



５．事業実施後の課題
（１）文化財建造物の管理活用組織強化

・所有者の多様な要望に応えられるように、メンバーを増やし幅広いネッ
トワークの構築が課題。

（２）文化財保護の新たな体制づくり

①文化財建造物の候補の発掘とリストづくり及び働きかけ
・今回の調査を基に、定期的に残存調査を実施し動向の把握が課題。
・残されている建物には、折を見て保存への働きかけが課題。

②登録有形文化財の建造物の定期的な点検方法の検討
・所有者の会の会員には、まず自主点検シートによる点検の実施が課題。
・その後、専門家による第１回目の定期点検の実施が課題。・その後、専門家による第１回目の定期点検の実施が課題。
・専門家による点検には、専門家の費用負担が課題。
・専門家による点検内容は、徐々にレベルアップすることが課題。
・以上により、登録有形文化財の水準が確保されることが期待される。
・履歴書は、意欲的な所有者に実施していただき、専門家がフォロー。
・ただし専門家の費用負担の問題もあり、当面、修理工事等の折を見て
行うなどの工夫が望まれる。

③東京都登録有形文化財所有者の会と協働によるセミナーの開催

・「保存・活用」そして「維持・管理」等について、登録有形文化財所有者の
会とＮＰＯが協働してセミナーを継続して行くことが課題。



６．今後の展開
（１）ＮＰＯの充実

・平成26年度はＮＰＯの初年度にあたり、これからの活動が充実
するようにメンバーを増やして行く。

（２）近代建築の残存調査を整理、学会への報告
・今回の事業で調査した内容を整理し、改めた上で日本建築学
会にて報告する。

（３）所有者の自主点検
・所有者の会の会員に自主点検の実施。・所有者の会の会員に自主点検の実施。

（４）専門家による定期点検
・所有者の会の会員に専門家による定期点検の１回目の実施。
そして点検シートの改善。

（５）セミナーの継続
・登録有形文化財の所有者を対象にしたセミナーを継続的開催
する。講師には、職人による講師も交え、多角的な、管理・活
用、そして維持・管理に関するセミナーとする。



点検の展開方法ついて
所有者自主点検と専門家の定期点検の組み合わせ

• 所有者による自主点検は年に１回

• 専門家による定期点検は３～５年に１回

• 専門家による定期点検 ： 今回の点検シートの場合 ３～５万円╱回

• 平均３.５万円╱回 → 所有者の会会員40人 総額１４０万円╱回

＜専門家の費用負担のあり方：初回と２回目以後＞

＜初回＞ ＜２回目以後＞

補助金

補助金 会費

補助金 会費 自己

会費 自己負担


